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7o歳la上の皆さんへ　老人保健（医療）制度の改正

平成13年!‥月１日から‥

　国民健康保険などの医療保険に加入している方が、70歳（-定の障害のある方は65歳）以上になる

と「老人保健」という制度でお医者さんにかかることになります。この制度は、高齢者の方がお医者

さんにかかるときの費用負担を軽減し、安心して医療を受けられるようにするための制度です。しか

し、急速に高齢化社会が進むなか、老人医療費は急増の一途を追っており、老人保健制度の運営は非

常に厳しい状況となっております。このようななか、国の医療保険制度改正関連法が成立し、以下の

ように老人保健（医療）制度の改正が行われました。

　今まで、高齢者が医療を受けたときの一部負担は「１日いくら」（定額）でしたが、平成13年１月

１日から「かかった医療費の士割負担」（定率）に変わります。ただし、高齢者にとって負担になり

過ぎないように１か月の負担額には上限（限度額）があります。

外　来　の　場　合

　外来でお医者さんにかかったときに自分で支払う費用（一部負担金）の限度額は、次のようになり

ます。

☆診療所（病床が19床未満）及び病院（病床が2oo床未満の医療機関）

ひとつの診療所・病院ごとに

　１か月3,000円を限度に負担

診療所によっては１日800円の

　定額負担の場合もあります

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（↓か月に４回（3､200円）を限度に負担）

○薬を院外（薬局）で処方する診療所、病院の場合

　診療所及び病院に１割（月額上限1､500円）、薬局に１割（月額上限1､500円）をそれぞれ支払い

　ます。

　また、定額負担の場合は、薬局での負担はありません。

☆病院（病床が2oo床以上の医療機関・町内では謁協医科大学病院のみです）

１か月5,000円を限度に負担

○薬を院外（薬局）で処方する病院の場合

　病院に１割（月額上限2,500円），薬局に１割（月額上限2,500円）をそれぞれ支払います。

２
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づ　ﾛ尚　　　－　　き∧としたと

入院したときに自分で支払う費用（一部負担金）の限度額は、次のようになります。

○入院一部負担金（自己負担）の限度額

一般加入者 月額上限37,200円

住民税非課税世帯等 月額上限24,600円

住民税非課税世帯等で老齢福祉年金受給者 月額上限15,000円

長期特定疾病患者 月額上限10,000円

○入院した時の食事代（医療費とは別に定額の自己負担分を支払います）

一般加入者 １日当たり780円

住民税
非課税世帯等

90日までの入院 １日当たり650円

過去１年の入院日数が90日を超える入院 １日当たり500円

住民税非課税世帯等で老齢福祉年金受給者 １日当たり300円

※住民税非課税世帯等の人は、「認定証」が必要ですので、町福祉課

　に申請してください。

令高齢者の方の医療費が入院により高額になったとき
　ﾌﾟﾌﾟ竺言こ訟二‰

に

Uしコ回ここに3o,oooヤハ巾ﾄ皿≒

等は21,000円）以上の場合，患者負担分を合算して，自己負担額の37,200円（住民税非課税世帯等24，

600円）を超えた分か，高額医療費として支給されます。

(例)同じ世帯内の老人医療受給者Ａ男さんが30,000円，Ｂ子さんが32,000円の医療費を支払った場合

Ａ男さん　30,000円　十　Ｂ子さん　32,000円

　　目

世帯合算　62,000円

３７，２００円

自己負担分

　　24,800円

高額医療費として支給

老人訪問看護を利用したとき

　老人訪問看護を利用したときは、かかった費用の１割を負担します。１か月に3､000円を限度とし

ます。施設によっては、１日につき600円（１か月５回まで）の定額負担の場合もあります。

問合せ先　町民生部福祉課医療保険係き81 －1832



状況報

歳入犬

科目と予算額

月込
口

(平成12年９月30目現在)

二三□予算現額

ニコ上半㈱入咳錫

収入済額63億3,372万7千円

　　　　　　　10
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　町では、皆さんに町の財政状況を正しく理解

していただくとともに、納められた税金や国・

県支出金がごのように使われこいるかを知って

いただくために、「財政状況の公表に関する条

例」に基づき、年２回（６月・12月号広報）財

政状況を公表しこいます。

　今回は、平成12年度上半期（平成12年４月１

日～９月30日）の収入と支出の状況についてお

知らせしま雅。

(収入率59.9％)

　　20
30 40 50億

47億447万1千円

　地方交付税

27億246万2千円

　　町債　　　　｀a.゛ぶI゛.jj

2億5,870万円

国庫支出金　　胆朧朧……………゛-

5億1,621万2千円

　　県支出金

　5億434万円

　　繰越金

3億2,263万3千円

　　繰入金

1億2,000万3千円

　　　3億円

　　　諸収入

2値3,778万4千円

使用料及び手数料

1億4,797万8千円

　　1億6,000万円

自動車取得税交付金

　　　　1億円

　　　財産収入

　　951万9千円

　分担金及び負担金

　　9,214万5千円

　地方特例交付金

　1億7,093万4千円

ゴルフ場利用税交付金

　　　5,000万円

　　利子割交付金

　　9,000万円

交通安全対策特別交付金

　　　1,000万円

　　　寄附金

　　7,100万2千円

特別地方消費税交付金

　　　1千円

5億3,036万8千円

3,519万1千円

ｦt

,573万4千円

－5,128万8千円

固

4,122万3千円

147万円

F

1,443万1千円

髄??M

1億7,093万4千円

2,070万円

11

6,310万円

462万2千円

1

7,113万4千円

千円

50億 40
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諸支出金

　3千円

災害復旧費

1,385万円

　予備費

1,741万9千円

　労働費

1,705万9千円

　議会費

1億5,513万円

　　商工費

3億7,791万2千円

　農林水産業費

4億8,903万8千円

　　消防費

6億4,174万3千円

　　衛生費

8億9,990万6千円

　　公憤費

11億3,581万1千円

　　教育費

13億3,230万4千円

　　総務費

13億151万9千円

　　民生費

17億1,919万9千円

　　土木費

24億6,729万1千円

　｜　　　　　　　　　　　｜　　　　　　　　　　　｜30　　　　　　　　20　　　　　　　　10 嘸出_｡._.

支出済額37億7,249万9千円（執行率35.7％）
F1日と才澗L訓

　
歳
出
の
主
な
内
容

　
　
　
（
活
用
の
さ
れ
方
）

　
歳
出
予
算
の
内
容
は
、
そ
の
目
的
ご

と
に
款
と
呼
ば
れ
る
区
分
で
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。
主
な
款
が
ど
の
よ
う
な
こ

と
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
を
説
明
し

ま
す
。

Ｏ
総
務
費

　
他
の
事
業
・
事
務
の
増
減
に
特
に
関

係
な
く
、
通
常
必
要
と
さ
れ
る
経
費
で
、

本
庁
舎
・
出
先
機
関
等
の
維
持
管
理
に

要
す
る
経
費
や
全
般
的
な
管
理
事
務
、

企
画
調
整
事
務
、
財
政
・
財
務
管
理
に

要
す
る
経
費
等
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
民
生
費

　
住
民
が
一
定
水
準
の
生
活
と
安
定
し

た
社
会
生
活
を
保
障
す
る
の
に
必
要
な

経
費
で
、
具
体
的
に
は
社
会
福
祉
、
身

体
障
害
者
、
高
齢
者
、
児
童
福
祉
、
生

活
保
護
及
び
災
害
救
助
関
係
の
経
費
等

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｏ
衛
生
費

　
住
民
が
健
康
で
衛
生
的
な
生
活
環
境

を
保
持
す
る
た
め
の
経
費
で
、
健
康
増

進
・
医
療
の
充
実
及
び
環
境
の
保
全
等

に
要
す
る
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｏ
農
林
水
産
業
費

　
農
業
の
振
興
を
図
る
た
め
の
各
種
支

援
・
補
助
や
生
産
基
盤
の
整
備
に
要
す

る
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

４



　　国民健康保険

予算額　29億1,654万9千円

収入済額　12億1,006万4千円

支出済額　10億1,517万2千円

平成12年度上半期

町の財政

|税の負担状況

り

｀,ﾆ.’

1人当たり

74,308円
高

１世帯当たり

227,495円

18,659円匹45j475円………)で･967j円………゜T2,481円万………,･j2,2･56円

心
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　　公共下水道事業

予算額　15億335万7千円

収入済額　2億9,636万8千円

支出済額　4億9,948万8千円
(収支の不足額は、一般会計から運用しました。なお、

公共下水道事業には、都市計雨樋の一部が充当され

ています｡)

57,126円139,222円　2,961円　7,597円　6,906円

水　道　事　業
　　題目①

予算額　5億762万紆円

事業収益　3億451万1千円

事業費用1億5,130万抒円

　○作東蛤

予算額3億9,148万4千円

資本能入

資本的]謎

　　　　O円

9,096万4千円

資本的収支の収入が支出額に対して不足する額は、損益勘定留

保資金で袖てんしました。

○
公
債
費

　
町
債
の
元
金
の
返
済
と
利
息
の
支
払

い
に
要
す
る
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
。

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
要
す
る
経

費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
商
工
費

　
商
工
業
の
振
興
を
図
る
た
め
各
種
支

援
及
び
観
光
事
業
等
に
要
す
る
経
費
が

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
土
木
費

　
道
路
、
橋
、
公
園
な
ど
の
社
会
資
本

の
整
備
・
維
持
管
理
に
要
す
る
経
費
が

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
教
育
費

　
小
中
学
校
教
育
の
実
施
・
充
実
、
社

会
教
育
・
生
涯
学
習
の
推
進
、
芸
術
・

奨学資金

予算額

収入済額

支出済額

189万5千円

411万4千円

168万4千円

　　老人保健事業

予算額　30億3,839万9千円

収入済額　11億8,081万3千円

支出済額　　11億9,276万円

(収支の不足額は,一般会計から運用しました｡)

　　介護保険事業

予算額　10億4,979万5千円

収入済額　2億1,564万6千円

支出済額　2億6,443万3千円

(収支の不足額は,一般会計から運用しました｡)

５

　農業集落排水事業

予算額　10億5,040万1千円

収入済額　　　1,138万3千円

支出済額　2億4､038万2千円

(収支の不足額は、一般会計から運用しました｡)

地方債現在高



永年勤続者等を|･5･に|表彰

町消防団通常点検

　
町
消
防
団
（
中
根
幸
男
団
長
、
団
員

2
0
3
名
）
の
通
常
点
検
が
‥
１
１
月
2
3
日
、
壬

生
小
学
校
校
庭
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
外
の
消
防
関
係
者
等
の
来
賓
が

見
守
る
中
、
人
員
・
服
装
点
検
、
機
械

器
具
点
検
、
ポ
ン
プ
操
法
の
点
検
、
会

場
を
藤
井
橋
下
流
に
移
し
て
の
放
水
点

検
な
ど
が
、
団
長
の
指
揮
の
も
と
迅
速

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
永
年
勣
読
者
や
退
団
者
、
消

火
協
力
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
最
後
に

蘭
学
通
り
を
分
列
行
進
し
、
点
検
を
終

了
し
ま
し
た
。

　
表
　
彰
（
敬
称
賂
）

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰

○
功
績
章
　
第
２
分
団
長

○
勤
紋
章
2
5
年
　
副
団
長

○
勤
紋
章
1
0
年

大
橋
公
一

鈴
木
正
美

第
１
分
団
第
３
部
団
員
　
　
荒
川
信
之

栃
木
県
消
防
協
会
下
都
賀
支
部
長
表
彰

Ｏ
功
績
章

第
３
分
団
第
５
部
団
員

Ｏ
勤
続
章
５
年

第
１
分
団
第
１
部
団
員

第
２
部
団
員

第
３
部
団
員

第
４
部
団
員

古
葉
清
一

　
丸
本
久
雄

早
乙
女
英
敏

　
松
本
　
亨

小
宮
山
昭
彦

　
毛
塚
英
雄

　
篠
原
謙
二

　
松
本
政
男

　
゛
　
　
第
５
部
班
長

　
゛
　
　
第
５
部
団
員

第
２
分
団
第
３
部
部
長

　
゛
　
　
第
３
部
班
長

第
３
分
団
第
２
部
部
長

　
゛
　
　
第
２
部
団
員

　
゛
　
　
第
３
部
部
長

　
゛
　
　
第
４
部
部
長

　
’
　
　
第
４
部
班
長

　
゛
　
　
第
４
部
団
員

　
゛
　
　
第
５
部
団
員

小
谷
野
光
弘

　
水
島
秀
樹

　
山
口
　
勲

　
清
水
　
勇

　
菊
地
政
一

　
上
田
純
一

　
佐
藤
　
達

高
由
比
呂
幸

　
鈴
水
利
寿

　
細
井
宏
美

　
田
中
　
武

石
橋
地
区
消
防
団
連
絡
協
議
会
長
表
彰

○
優
良
部
　
　
　
　
第
２
分
団
第
５
部

　
　
　
　
　
　
　
　
第
３
分
団
第
１
部

壬
生
町
長
表
彰

○
功
績
章

第
３
分
団
第
５
部
団
員
　
　
吉
葉
清
一

○
勤
続
章
2
5
年
　
副
団
長
　
鈴
木
正
美

Ｏ
勤
続
章
1
0
年

第
１
分
団
第
３
部
団
員
　
　
荒
川
信
之

○
勤
続
章
５
年

　
（
栃
木
県
消
防
協
会
下
都
賀
支
部
長
表

彰
と
同
じ
）

○
優
良
部
及
び
努
力
賞
の
部

　
〈
優
良
部
〉

＊
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
分
団
第
１
部

　
　
　
　
　
　
　
　
第
３
分
団
第
１
部

＊
小
型
勤
カ
ポ
ン
プ
積
載
車
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
第
１
分
団
第
３
部

　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
分
団
第
５
部

騰
徽
護
騰
⑩
櫛
田
奄

　
　
　
　
募
集
し
受
い

　
町
で
は
、
脳
卒
中
後
遺
症
や
老
化
に

よ
り
心
身
の
機
能
が
低
下
し
て
い
る
方

で
、
医
療
終
了
後
も
医
師
が
継
続
し
て

機
能
訓
練
が
必
要
と
判
断
し
た
方
を
対

象
に
、
機
能
回
復
訓
練
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
対
象
者
に
よ
り
Ａ
型
（
基
本
型
）
、

Ｂ
型
（
地
域
参
加
型
）
に
区
分
し
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
Ａ
型
（
リ
ハ
ビ
リ
木
曜
会
）

　
訓
練
内
容
は
、
歩
行
、
起
き
上
が
り
、

立
ち
上
が
り
な
ど
の
日
常
生
活
上
の
機

能
の
維
持
及
び
回
復
に
重
点
を
お
き
マ
ッ

ト
運
動
や
器
械
を
使
っ
た
訓
練
を
週
１

回
水
曜
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

禽す

Ｂ
型
（
リ
ハ
ビ
リ
水
曜
会
）

　
訓
練
内
容
は
、
マ
ッ
ト
運
動
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
グ
ー
ム
な
ど
を
週
１
回

水
曜
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

会
　
場
　
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

時
　
間
　
午
後
１
時
3
0
分
～
３
時
3
0
分

実
施
期
間

　
Ａ
型
６
か
月
を
一
期
間

　
Ｂ
型
１
年
を
一
期
間

参
加
費
無
料

申
込
方
法

　
　
　
訓
練
を
希
望
す
る
人
は
、
機
能

　
　
訓
練
実
施
申
込
書
及
び
指
示
票

　
　
（
保
健
課
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
あ
り
ま
す
）
を
提
出
く
だ
さ
い
。

訓
練
の
実
施
が
適
当
と
認
め
ら
れ

た
方
に
は
、
決
定
通
知
書
を
お
渡

し
し
ま
す
。
＊
見
学
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

申
込
み
・
問
合
せ
先

　
役
場
保
健
課
健
康
増
進
係

　
　
　
　
�
8
1
－
↓
８
Ｑ
Ｕ
ｒ
ｏ

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
�
8
2
Ｉ
Ｑ
り
ｒ
Ｄ
只
）
Ｑ
Ｕ

６



一

〈
努
力
の
部
〉

＊
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
分
団
第
３
部

＊
小
型
動
カ
ポ
ン
プ
積
載
車
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
分
団
第
４
部

感
謝
状

○
平
成
１
１
１
１
年
度
退
団
者

　
　
　
　
　
　
　
越
路
正
一
　
他
3
7
名

○
防
火
貯
水
槽
土
地
提
供
者

　
町
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
壬
生
町

教
育
文
化
祭
が
‥
‥
１
１
月
2
2
目
、
中
央
公
民

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
教
職
員
を
は
じ
め
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
、
関
係

者
1
6
0
名
が
参
加
し
た
式
典
で
は
、
松
本

教
育
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、

町
教
育
振
興
の
た
め
永
年
活
動
さ
れ
、

功
労
の
あ
っ
た
方
々
に
表
形
状
が
、
ま

あいさつ謬る松本教育委員長

た
、
寄
付
を
さ
れ
た
方
々
、

本
町
を
最
後
に
退
職
さ
れ

た
方
々
に
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
式
典
終
了
後
、

栃
木
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

所
長
、
坂
入
三
男
氏
に
よ

る
「
親
の
意
識
と
現
在
の

教
育
課
題
に
つ
い
て
」
と

題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
　
　
受
賞
者
（
敬
称
略
）

　
　
　
　
羽
生
田
地
区
　
　
臼
井
和
子

○
消
防
器
具
置
場
等
土
地
協
力
者

　
　
　
　
下
稲
葉
地
区
　
中
嶋
文
一
郎

○
消
防
団
行
事
協
力
者

　
　
　
　
　
　
　
陸
上
自
衛
隊
音
楽
隊

○
消
火
協
力
者

　
　
　
　
本
丸
地
内
　
　
伊
藤
由
美
子

　
　
　
　
藤
井
地
区
　
　
　
武
内
　
智

　
　
　
　
藤
井
地
区
　
　
㈲
と
ち
ぎ
や

Ｏ
町
内
2
0
年
以
上
勤
縦
教
育
関
係
職
員

大
出
常
三
郎
　
石
橋
町
大
字
上
古
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
士
５
０
２
－
士

大
島
　
佳
子
　
壬
生
丁
２
４
７

Ｏ
奉
0
‐
教
育
振
興
の
た
め
の
金
品
寄
打
者

向
田
　
甲
子
　
鹿
沼
市
子
渡
町

荒
川
　
仁
平
　
東
京
都
中
野
区
大
和
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
１
2
1
－
７

岡
　
　
勝
之
　
東
京
都
豊
島
区
西
池
袋

　
　
　
　
　
　
　
２
－
3
6
－
１
－
３
１
０

Ｏ
本
町
を
最
後
に
退
職
さ
れ
た
教
職
員

石
川
　
義
郎
　
宇
都
宮
市
茂
原
町

早
乙
女
勝
代
　
西
方
町
大
字
金
井

柏
木
　
史
子
　
宇
都
宮
市
平
松
本
町

柏
崎
　
輝
汪
　
石
橋
町
大
字
下
古
山

-

勲六等瑞宝章を

受章

　
秋
の
叙
勲
で
、
万
町
の
神
水
守
恵
さ

ん
が
こ
の
た
び
勲
六
等
瑞
宝
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

　
神
水
さ
ん
は
、
昭
和
2
2
年
に
東
京
鉄

道
郵
便
局
に
大
局
さ
れ
、
両
国
駅
派
出

所
を
皮
切
り
に
、
東
京
駅
、
小
山
駅
、

上
野
駅
等
の
毎
分
局
に
勤
務
さ
れ
、
昭

和
6
1
年
に
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
3
8
年
９
ヶ
月
の
永
年
に
わ

た
り
郵
政
業
務
に
携
わ
り
、
郵
政
事
業

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
功
績

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

安
塚
小
の
塚
崎
さ
ん

　
県
教
育
委
員
会
か
ら
表
彰
さ
れ
る

　
平
成
1
2
年
度
栃
木
県
模
範
教
育
関
係
　
　
開
か
れ
、
そ
の
席
上
、
安
塚
小
学
校
用

職
員
の
表
形
式
が
１
１
１
１
月
７
日
県
公
館
で
　
　
務
員
の
塚
崎
紋
一
郎
さ
ん
が
、
県
教
育

　
　
委
員
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
塚
崎
さ
ん
は
、
昭
和
5
2
年
か
ら
羽
生

　
　
田
小
学
校
を
は
じ
め
、
稲
葉
小
学
校
や

ん
南
犬
飼
中
学
校
、
安
塚
小
学
校
で
2
3
年

Ｅ
７
ヶ
月
に
わ
た
り
、
本
来
業
務
は
も
と

塚
よ
り
、
早
朝
か
ら
校
舎
の
関
鍵
や
蜃
皿
・

四
生
徒
の
登
校
指
導
等
に
携
わ
り
、
児
童

中
や
保
護
者
等
か
ら
の
信
頼
も
厚
く
、
こ

　
　
れ
ら
の
こ
と
が
こ
の
た
び
認
め
ら
れ
た

　
　
も
の
で
す
。

７



　
職
業
を
体
験
↓
９
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分
の
将
来
を
考
え
こ
も
ら
う
と
と
も
に
現
在
の
高
校
生
活
を
見
直
↓
９
き
っ
か
け

に
し
て
も
ら
お
う
と
、
壬
生
高
校
で
は
、
1
1
月
７
日
ぐ
ふ
田
日
に
か
け
て
、
生
徒
の
職
場
体
験
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
今
年
初
め
て
で
、
１
年
生
2
3
8
人
が
自
分
の
希
望
↓
９
る
町
内
外
の
事
業
所
等
で
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を

し
ま
し
た
。
役
場
関
係
で
は
、
保
育
園
や
図
書
館
を
は
じ
め
、
建
設
課
、
水
道
課
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
、
企
画
財
政
課
な

ど
に
3
4
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
今
回
、
企
画
財
政
課
で
広
報
の
編
集
に
当
た
っ
た
２
人
の
生
徒
の
方
に
、
同
級
生
が
各
職

場
で
頑
張
っ
て
い
る
様
子
を
取
材
し
こ
も
ら
い
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
↓
９
．

　私たちは広報の編集を体験しました

(左側山川蝉恵さん､右側山川由起子さん)

かしてい……きたい

職場体験学習………

　
私
達
は
、
役
場
の
水
道
や
建
設
を
担
　
　
　
検
針
員
さ
ん
に
、
こ
の
仕
事
で
苦
労

当
し
て
い
る
課
に
職
場
体
験
に
来
て
い
　
　
し
た
点
を
聞
く
と
、
「
雨
が
降
っ
た
り
、

る
生
徒
を
取
材
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
犬
が
い
た
り
す
る
と
思
う
よ
う
に
仕
事

　
職
場
体
験
の
１
日
目
、
水
道
課
で
は
　
　
が
で
き
な
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

奇
数
月
の
士
日
か
ら
1
0
日
ご
ろ
に
な
る
　
　
ま
た
、
体
験
を
し
た
生
徒
に
感
想
を
聞

と
、
水
道
の
検
針
員
さ
ん
が
忙
し
く
な
　
　
い
て
み
る
と
、
「
興
味
が
あ
っ
て
こ
の

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
士
人
で
士
。
　
職
場
を
選
ん
だ
だ
け
だ
っ
た
け
れ
ど
、

０
０
０
件
か
ら
１
。
５
０
０
件
も
の
検
　
　
実
際
に
仕
事
を
し
て
み
た
ら
思
っ
て
い

針
の
仕
事
を
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
　
　
た
よ
り
も
楽
し
か
っ
た
」
と
話
し
て
い

い
そ
う
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
た
。

　
生
徒
の
体
験
内
容
は
、
各
家
庭
の
水
　
　
　
２
日
目
は
、
建
設
課
の
道
路
補
修
に

達
メ
ー
タ
ー
で
、
使
用
量
を
調
べ
て
機
　
　
行
っ
て
き
ま
し
た
。
道
を
通
る
の
に
支

械
に
人
力
し
、
使
用
量
明
細
書
を
印
刷
、
　
障
が
あ
る
場
所
、
危
険
な
場
所
を
直
し

そ
れ
を
そ
の
家
の
ポ
ス
ト
に
入
れ
る
と
　
　
ま
す
。
ま
ず
、
で
こ
ぼ
こ
の
達
に
温
度

い
う
も
の
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
1
5
0
か
ら
1
7
0
度
く
ら
い
の
ア
ス
フ
ァ
ル

た
だ
今
検
針
の
指
導
中
で
↓
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

「意外と難しい」道路補旅中のーコマ

卜
今
村
を
敷
き
詰
め
ス
コ
ッ
プ
で
平
ら

に
し
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
に
、
水
を
掛

け
て
冷
ま
し
な
が
ら
機
械
で
形
を
整
え

ま
す
。
こ
の
作
業
の
よ
う
な
小
さ
い
も

の
は
１
日
５
か
所
、
穴
を
厘
め
た
り
す

る
の
は
3
0
か
所
く
ら
い
や
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
今
ま
で
の
中
で
大
変
た
っ
た
こ

と
は
「
災
害
な
ど
で
、
急
に
橋
な
ど
が

壊
れ
て
し
ま
っ
た
時
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　
体
験
者
は
「
簡
単
だ
と
思
っ
て
た
け

本
が
見
つ
か
る
と

私
も
嬉
し
い

町
立
図
書
館
に
は
、
1
3
万
か
ら
1
4

冊
の
本
の
他
に
Ｃ
Ｄ
、
ビ
デ
オ
、
雑
誌
、

紙
芝
居
等
が
あ
り
ま
す
。

　
司
書
さ
ん
は
、
そ
れ
ら
の
あ
る
場
所

を
把
握
し
て
い
て
、
本
の
貸
出
し
や
返

却
さ
れ
た
本
を
元
の
場
所
に
戻
し
た
り
、

新
し
い
本
の
登
録
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　
司
書
さ
ん
に
ど
う
し
て
こ
の
職
業
を

心

｢きれいな本でいたいから｣

　ブックカバーをかけていま堰

れ
ど
難
し
く
て
時
間
が
か
か
っ
た
。
で
　
８

も
、
楽
し
い
か
ら
毎
日
で
も
や
り
た
い
」

と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
２
つ
の
取
材
の
中
で
私
た
ち
の

生
活
の
中
に
は
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
し

て
い
る
人
達
が
い
て
、
快
適
な
生
活
が

で
き
る
の
は
そ
の
人
達
が
色
々
な
場
所

を
管
理
し
て
い
る
か
ら
な
の
だ
と
い
う

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
記
者
　
山
川
由
起
子

選
ん
だ
の
か
を
聞
い
て
み
る
と
「
も
と

も
と
本
が
好
き
な
の
で
、
本
に
携
わ
る

仕
事
が
し
た
か
っ
た
」
ま
た
「
こ
の
仕

事
を
し
て
い
て
良
か
っ
た
と
思
う
と
き

は
、
利
用
者
の
探
し
て
い
る
本
が
見
つ

か
っ
た
と
き
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　
職
場
体
験
を
し
た
生
徒
は
「
本
関
係

の
仕
事
が
や
り
た
か
っ
た
」
と
い
う
希

望
理
由
で
図
書
館
を
選
ん
だ
そ
う
で
す
。

体
験
し
た
感
想
は
「
本
を
探
す
の
が
難

し
か
っ
た
」
「
仕
事
の
内
容
が
予
想
と

は
違
っ
た
」
「
こ
ん
な
仕
事
を
素
早
く

判
断
し
て
で
き
る
図
書
館
の
人
は
す
ご

い
」
「
思
っ
て
い
た
よ
り
も
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
活
用
し
て
い
る
の
で
戸
惑
っ
た
」

と
、
午
前
中
パ
ソ
コ
ン
で
新
し
い
本
の

登
録
を
体
験
し
た
皆
が
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
記
者
　
山
川
由
起
子
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子
供
の
成
長
が

楽
し
み

　
私
達
が
取
材
に
行
っ
た
と
き
し
も
だ

い
保
育
園
で
は
、
ち
ょ
う
ど
お
や
っ
の

時
間
で
し
た
。
職
場
体
験
に
来
て
い
た

生
徒
は
お
や
つ
を
配
る
手
伝
を
し
た
り
、

食
事
の
補
助
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
保
育
生
を
し
て
い
て
よ
か
っ
た
と
き

に
つ
い
て
園
長
先
生
は
「
今
ま
で
出
来

な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
り
、
子
供
の
成
長
が
見
ら
れ
る
こ
と
。

新
聞
や
広
報
紙
を
見
て
、
保
育
園
を
卒

業
し
た
子
供
が
活
躍
し
て
い
る
の
を
見

る
と
、
み
ん
な
で
喜
ん
で
し
ま
う
」
と

う
れ
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
体
験
内
容
は
お
む
つ
替
え
や
食
事
の

補
助
、
一
緒
に
遊
ん
だ
り
散
歩
を
し
た

そ
う
で
す
。
体
験
を
し
た
生
徒
は
「
子

供
が
小
さ
か
っ
た
の
で
ど
う
す
れ
ば
よ

い
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
」
と
か
「
ま

だ
１
日
し
か
し
て
い
な
い
け
ど
楽
し
か
っ

た
」
「
子
供
だ
ち
と
遊
ぶ
の
は
大
変
」

と
そ
れ
ぞ
れ
思
っ
た
よ
う
で
す
。

　
こ
の
仕
事
に
就
い
た
理
由
に
つ
い
て

保
育
士
さ
ん
は
「
子
供
の
こ
ろ
か
ら
の

夢
だ
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ
、
将
来
保

育
士
に
な
り
た
い
人
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

と
し
て
は
、
「
不
安
は
あ
る
と
思
う
が
、

や
り
が
い
が
あ
る
仕
事
。
こ
の
仕
事
が

や
り
た
い
と
思
う
素
直
な
気
持
ち
が
大

切
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
保
育
士
は
、
子
供
の
気
持
ち
に
添
う

こ
と
が
で
き
ず
、
空
回
り
し
て
し
ま
っ

た
り
と
い
ろ
い
ろ
苦
労
も
し
て
い
ま
す
。

楽
し
い
こ
と
だ
け
で
な
く
そ
う
い
っ
た

苦
労
も
あ
る
と
い
う
こ
と
も
理
解
し
て

保
育
士
を
目
指
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
記
者
　
山
川
輝
恵

子供たちにおやつを配っこいま可

　
私
達
が
訪
れ
た
時
、
老
人
保
健
施
設

み
な
と
荘
で
は
老
人
の
方
と
介
護
員
さ

ん
、
職
場
体
験
の
生
徒
達
が
散
歩
を
し

て
い
ま
し
た
。
職
場
体
験
を
し
て
い
た

生
徒
は
老
人
の
方
が
乗
っ
た
車
椅
子
を

押
し
て
い
ま
し
た
。
ほ
ん
の
わ
ず
か
な

傾
斜
で
も
車
椅
子
を
逆
向
き
に
し
て
下
っ

た
り
と
気
を
配
っ
て
い
ま
し
た
。

　
介
護
員
さ
ん
が
こ
の
仕
事
に
就
こ
う

と
思
っ
た
理
由
に
つ
い
て
「
物
と
接
す

る
よ
り
人
と
接
す
る
仕
事
が
し
た
か
っ

た
か
ら
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま

た
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉
と
笑

顔
が
と
て
も
う
れ
し
い
と
言
っ
て
い
ま

し
た
。
将
来
介
護
員
に
な
り
た
い
人
へ

の
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
は
「
う
れ
し
さ

や
悲
し
さ
な
ど
の
自
然
な
人
の
気
持
ち

　
今
回
の
職
場
体
験
は
大
変
で
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
何
を
質
問
し
て
い
い

か
分
か
ら
ず
悩
ん
で
し
ま
っ
た
り
、
い

ざ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
と
緊
張
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
質
問
し
た

内
容
を
文
章
に
起
こ
す
の
が
と
て
も
大

変
で
し
た
。

を
た
く
さ
ん
感
じ
て
ほ
し
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
老
人
の
方
は
「
一
生
懸
命
や
っ
て
く

車
椅
子
を
移
動
さ
せ
よ
う
と
し
で

い
る
と
こ
ろ
で
↓
９

　
で
も
、
た
く
さ
ん
の
人
と
話
が
で
き

て
良
い
体
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
生
活
に
生
か
し
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
記
者
　
山
川
由
起
子

　
町
の
広
報
紙
の
編
集
は
と
て
も
大
変

で
し
た
。
取
材
先
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

は
緊
張
し
て
し
ま
っ
て
な
か
な
か
思
う

よ
う
に
い
か
な
か
っ
た
し
、
記
事
に
ま

れ
て
い
る
」
と
生
徒
の
こ
と
を
褒
め
て

い
ま
し
た
。

　
体
験
を
し
た
生
徒
は
「
思
っ
た
よ
り

も
大
変
な
仕
事
」
「
日
頃
自
分
達
が
普

通
に
し
て
い
る
こ
と
で
も
お
年
寄
り
の

方
に
と
っ
て
は
一
つ
Ｉ
つ
が
大
変
な
ん

だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
」
と
実
際

体
験
し
て
み
て
思
っ
た
よ
う
で
す
。

　
介
護
員
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

中
で
、
苦
労
は
あ
り
ま
す
か
と
聞
い
た

と
こ
ろ
「
な
い
で
す
」
と
答
え
て
く
れ

ま
し
た
。
介
護
員
と
い
う
仕
事
が
好
き

だ
か
ら
こ
そ
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た

人
と
接
す
る
と
い
う
難
し
い
仕
事
で
、

車
椅
子
を
押
し
た
り
と
体
力
も
い
る
の

で
思
っ
て
い
た
よ
り
も
大
変
だ
と
思
い

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
記
者
　
山
川
輝
恵

と
め
る
作
業
は
と
て
も
難
し
か
っ
た
で

す
。
取
材
は
５
か
所
行
き
ま
し
た
が
、

ど
の
職
場
で
も
生
徒
が
一
生
懸
命
取
り

組
ん
で
い
て
真
剣
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
今
回
の
職
場
体
験
で
は
多
く
の

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
将

来
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
て
も
よ
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
記
者
　
山
川
輝
恵

-



　
人
権
に
開
す
る
問
題
は
、
い
じ
め
や

障
害
者
の
問
題
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵

害
や
同
和
問
題
な
ど
様
々
で
す
。
こ
れ

ら
を
他
人
事
に
せ
ず
、
明
る
い
町
を
つ

く
ろ
う
と
、
「
人
権
の
集
い
」
が
‥
１
１
月

1
6
日
、
町
中
央
公
民
館
中
ホ
ー
ル
に
町

民
約
２
０
０
人
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

明
る
い
町
を
つ
く
ろ
う

　
集
い
で
は
、
ま
ず
、
主
催
者
を
代
表

し
て
清
水
町
長
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
あ

と
、
町
内
小
・
中
学
生
を
対
象
に
実
施

し
た
人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
の
入

貧
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
続
く
発
表
会
で
は
、
作
文
の
部
で
最

優
秀
に
輝
い
た
壬
生
小
２
年
五
味
田
康

恵
さ
ん
、
壬
生
来
小
５
年
石
村
知
美
さ

ん
、
南
犬
飼
中
３
年
稲
毛
田
美
歩
さ
ん

の
３
名
か
ら
入
賞
作
品
の
朗
読
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
弁
護
士
の
小
林
正
憲
先
生
の

講
演
で
は
、
「
子
ど
も
を
め
ぐ
る
現
在

の
状
況
」
と
題
し
て
、
学
級
崩
壊
や
い

じ
め
問
題
、
児
童
虐
待
、
少
年
の
犯
罪
、

非
行
の
現
状
や
そ
の
防
止
策
な
ど
に
つ

い
て
お
話
が
あ
り
、
参
加
者
た
ち
は
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

小学生の部最優秀神永紗緒里

さんの作品

人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
人
貧
者

吻
小
学
生
の
部
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

最
優
秀
　
神
永
紗
紺
屋
（
稲
葉
小
５
年
）

☆
中
学
生
の
部

最
優
秀
　
渡
辺
佳
美
（
壬
生
中
２
年
）

人
権
啓
発
作
文
人
賞
者

々
小
学
校
低
学
年
の
部

最
優
秀
　
五
味
田
康
恵
（
壬
生
小
２
言

　
　
　
　
題
名
「
わ
た
し
の
足
」

心
小
学
校
高
学
年
の
部

最
優
秀
　
石
村
知
美
♀
生
来
小
５
年
）

　
　
　
　
題
名
「
あ
り
が
と
う
」

づ
中
学
生
の
部

最
優
秀
　
稲
毛
田
美
歩
（
南
火
中
３
年
）

　
　
　
　
題
名
「
い
じ
め
の
な
い
世
界

　
　
　
　
　
　
　
を
め
ざ
し
て
」

中学生の部最優秀渡辺佳美

さんの作品
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す
る
た
め
、
全
国
の
児
童
生
徒
を
対
象

と
し
た
「
第
5
2
回
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
県
内
の
小
・
中
・
高
生
か
ら
総
数
３

千
↓
５
３
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
第

一
次
審
査
（
市
町
村
単
位
）
を
通
過
し

た
８
１
８
点
が
第
二
次
審
査
（
県
）
に

出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
１
６
３
点
に
の

ぼ
る
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か

ら
優
秀
作
品
と
し
て
、
第
二
次
審
査
推

薦
作
品
2
0
点
、
下
都
賀
郡
町
対
選
挙
管

理
委
員
会
連
合
会
人
選
作
品
５
点
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

　
第
二
次
審
査
の
結
果
、
本
町
で
は
、

人
選
に
６
点
、
佳
作
に
６
点
が
選
ば
れ

全
部
で
1
2
点
が
賞
に
入
る
す
ば
ら
し
い

成
績
を
上
げ
ま
し
た
。

（
藤
井
小
６
年
）

（
睦
小
５
年
）

宝
生
中
主
年
）

宝
生
中
２
年
）

（
南
犬
飼
中
３
年
）

荒
川
　
敦
史
（
壬
生
小
４
年
）

益
田
久
美
子
（
稲
葉
小
５
年
）

荒
川
恵
里
奈
（
羽
生
田
小
５
年
）

神
水
　
淳
美
（
壬
生
中
上
年
）

渡
辺
　
裕
子
（
壬
生
中
３
年
）

手
塚
　
美
樹
（
南
犬
飼
中
１
年
）

下
都
賀
郡
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
連

合
会
入
選

小
平
友
里
恵
（
壬
生
来
小
４
年
）

大
久
保
輝
枝
（
安
塚
小
３
年
）

粂
川
　
成
美
（
安
塚
小
３
年
）

渡
辺
　
直
人
（
壬
生
中
２
年
）

落
合
　
可
織
（
壬
生
中
３
年
）

第
一
次
審
査
（
町
）
入
選

山
崎
恵
里
子
（
壬
生
小
６
年
）

架
島
　
悠
　
平
生
小
６
年
）

松
本
　
茜
　
（
壬
生
来
小
６
年
）

早
乙
女
侑
美
佳
（
壬
生
来
小
６
年
）

田
中
　
雄
大
（
睦
小
４
年
）

神
水
紗
緒
里
（
稲
葉
小
５
年
）

山
崎
亜
希
子
（
壬
生
中
２
年
）

荒
川
　
裕
美
（
壬
生
中
３
年
）

１０



詣
俳
励
痍
海
罰
瘤

　
町
内
の
小
・
中
学
生
か
ら
応
募
さ
れ

た
納
税
の
ポ
ス
タ
ー
標
語
の
入
賞
作
品

1
2
点
が
、
役
場
住
民
課
窓
口
前
の
町
民

ホ
ー
ル
で
、
「
税
を
知
る
週
間
」
（
‥
１
１
月

‥
１
１
口
上
ｎ
口
の
１
週
間
）
に
合
わ
せ
て

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
次
代
を
担
う
町
内
の
小
学

６
年
生
及
び
中
学
２
年
生
を
対
象
に
、

納
税
に
つ
い
て
関
心
と
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
夏
休
み
期
間
を

利
用
す
る
こ
と
で
、
各
家
庭
に
お
い
て

税
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に
し
て
い
た

だ
こ
う
と
町
で
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

金で

万
豊力:ゝな

最優秀賞　壬生小６年　渡辺瑠美さんの作品

-

　
今
年
も
７
１
１
点
の
作
品
が
寄
せ
ら

れ
、
最
優
秀
賞
２
点
、
優
秀
賞
1
0
点
、

佳
作
2
8
点
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

最
優
秀
賞

　
渡
辺
　
瑠
美
（
壬
生
小
６
年
）

　
白
石
　
瑛
子
（
壬
生
中
２
年
）

優
秀
賞

　
真
生
田
煥
子
（
壬
生
小
６
年
）

　
本
多
　
洋
美
（
壬
生
来
小
６
年
）

　
山
口
　
な
ゆ
（
　
　
ク
　
　
　
）

　
上
原
　
裕
美
（
壬
生
北
小
６
年
）

　
渡
辺
　
光
洋
（
睦
小
６
年
）

最優秀賞　壬生中２年　白石瑛子さんの作品

小
平
紀
代
美
（
壬
生
中
２
年
）

上
野
真
章
（
　
　
々
　
　
）

青
柳
　
貴
行
（
南
犬
飼
中
２
年
）

佐
師
三
部
子
（
　
　
ク
　
　
　
）

矢
菅
奈
津
美
（
　
　
ク
　
　
　
）

　
ま
た
、
栃
木
税
務
署
で
募
集
し
ま
し

た
税
に
関
↓
９
る
中
学
生
の
標
語
は
、
次

の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

栃
木
税
務
署
長
賞

　
賀
川
　
隆
洋
（
壬
生
中
３
年
）

　
標
語
「
国
の
き
そ
　
一
人
一
人
の

　
　
　
　
税
金
言

　
阿
部
有
祐
子
（
南
犬
飼
中
２
年
）

　
標
語
「
外
を
見
る
　
ふ
と
し
た
所
に

　
　
　
　
税
金
が
」

租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

　
佐
藤
　
舞
　
（
南
犬
飼
中
３
年
）

　
標
語
「
税
金
で
　
緑
い
っ
ぱ
い

　
　
　
　
町
づ
く
り
」

栃
木
県
税
事
務
所
長
賞

　
上
田
　
博
美
（
南
犬
飼
中
３
年
）

　
標
語
「
税
金
を
　
納
め
て
つ
く
る

　
　
　
　
未
来
都
市
」

壬
生
町
長
賞

　
山
口
　
美
保
（
壬
生
中
３
年
）

　
標
語
「
税
金
で
　
明
る
い
未
来

　
　
　
　
み
ん
な
の
笑
顔
」

　
鈴
本
　
衛
　
（
南
犬
飼
中
２
年
）

　
標
語
「
納
税
は
　
社
会
と
心
を

　
　
　
　
つ
な
ぐ
橋
」

-

第17回全国都市緑化

　＼とちぎフェア閉幕

　
９
月
９
日
よ
り
5
8
日
間
開
催
さ
れ
た

第
1
7
回
全
国
都
市
緑
化
と
ち
ぎ
フ
ェ
ア

「
マ
ロ
ニ
エ
緑
花
祭
２
０
０
０
」
が
閉

幕
し
ま
し
た
。

　
‥
‥
一
一
月
５
日
、
宇
都
宮
会
場
で
行
わ
れ

た
閉
会
式
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て

渡
辺
知
事
が
、
5
8
日
間
に
及
ぶ
フ
ェ
ア

を
支
え
て
く
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
や
地
元
自
治
会
、
関
係
機
関
の
皆

さ
ん
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
し
た
。
ま

た
、
「
連
日
子
供
達
で
に
ぎ
わ
う
様
子

緑化フェア旗が石川県へ引き継がれる

に
、
夢
と
希
望
に
満
ち
た
明
日
を
確
信

し
た
」
と
あ
い
さ
つ
。
来
賓
の
大
島
県

議
会
議
長
か
ら
は
、
「
２
０
０
０
年
の

節
目
の
年
に
、
１
４
０
万
も
の
人
が
入

場
さ
れ
、
花
と
緑
の
大
切
さ
と
、
本
県

の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
ら
れ
た
。
都
市

緑
化
に
対
す
る
意
識
も
深
ま
り
、
緑
を

育
て
る
輪
が
全
国
に
広
ま
る
だ
ろ
う
」

と
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
次
回
開
催
地
の
石
川
県
副

知
事
ら
に
緑
化
フ
ェ
ア
旗
が
引
き
継
が

れ
、
ぱ
な
ぱ
な
メ
イ
ツ
に
は
来
年
の
キ
ヤ

ン
ベ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
「
グ
リ
ー
ン
ア
イ

ズ
」
よ
り
ね
ぎ
ら
い
の
花
束
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
来
年
は
、
石
川
県
金
沢
市
の
金
沢
城

址
公
園
周
辺
で
９
月
８
日
か
ら
6
5
日
間

「
夢
・
緑
・
い
し
か
わ
２
０
０
１
」
と

題
し
、
「
人
と
緑
が
織
り
な
す
文
化
の

く
に
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ

ま
す
。
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大盛況の呑龍朝市

　
神
通
町
商
店
会
は
平
成
９
年
に
会
員

2
9
名
で
発
足
し
ま
し
た
。
小
売
業
や
卸

売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
飲
食
業
な
ど
様
々

な
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
初
は
、
町
か
ら
の
要
請
も
あ
り
、

地
元
の
活
性
化
に
つ
な
が
れ
ば
と
協
力

し
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
は
町
内
会
全

-

体
で
応
援
し
て
く
れ
、
「
自
分
た
ち
の

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
」
と
日
々

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
内
容
は
、

＊
呑
龍
朝
市
の
開
催

　
興
光
寺
参
道
で
開
催
さ
れ
、
今
回
で

６
回
目
と
な
り
ま
す
が
、
毎
回
人
か
す

れ
違
え
な
い
ほ
ど
の
大
盛
況
で
、
会
員

一
同
大
慾
激
し
て
い
ま
す
。

＊
の
れ
ん
の
作
成

　
埼
玉
県
川
越
市
か
ら
学
び
、
商
店
会

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
と
と
も
に
、

蘭
学
通
り
の
名
に
恥
じ
ぬ
よ
う
店
先
に

統
一
デ
ザ
イ
ン
の
の
れ
ん
を
飾
っ
て
い

ま
す
。

＊
緑
化
フ
ェ
ア
ヘ
の
協
力

　
前
年
の
新
潟
フ
ェ
ア
を
視
察
、
参
考

に
し
、
物
産
品
を
展
示
、
販
売
し
て
地

元
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
毎
年

７
月
に
行
わ
れ
る
ハ
坂
祭
御
輿
を
展
示

し
地
元
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　
夏
に
は
、
ふ
る
さ
と
祭
り
協
力
、
年

２
回
の
会
報
の
発
行
な
ど
仲
通
町
商
店

会
な
ら
で
は
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
呑
龍
朝
市
の
年
３
～
４
回

開
催
を
目
標
と
し
、
ま
た
、
ポ
ケ
ッ
ト

サ
イ
ズ
の
地
元
お
さ
ん
ぽ
マ
ッ
プ
（
商

店
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
掲
載
す
る
）
な

る
物
を
作
成
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ご

ｊ　　　　　　　　　　●

社会人(Noﾌﾞ15)

㈲山川造園

　　　皆野信夫さん

　
県
が
力
を
い
れ
て
開
催
し
た
緑
化
フ
ェ

ア
も
、
来
傷
者
が
壬
生
会
場
、
宇
都
宮

会
場
併
せ
て
1
4
0
万
人
と
、
大
成
功
の
う

ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。
本
当
に
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
仕
事
は
、
こ
う
い
っ
た
県

発
注
の
公
共
事
業
、
町
発
注
の
工
事
、

町
の
公
園
管
理
、
各
事
業
所
の
庭
や
芝

生
の
管
理
、
そ
し
て
個
人
の
家
の
庭
の

手
入
れ
で
す
。
公
園
や
事
業
所
は
年
間

を
通
し
て
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
個
人
の

家
は
年
に
１
回
か
２
回
手
入
れ
に
入
り

ま
す
。
そ
の
他
、
薬
剤
散
布
や
草
刈
り

な
ど
も
や
り
ま
す
。

　
私
た
ち
の
会
社
は
、
従
業
員
６
～
７

名
な
の
で
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気

の
楽
し
い
会
社
で
す
。

　
清
野
さ
ん
が
こ
の
会
社
に
入
っ
た
き
っ

か
け
は
、
植
木
が
嫌
い
で
は
な
か
っ
た

ﾘ］

一一

こ
と
と
、
知
人
の
紹
介
で
し
た
。
最
初

は
公
園
の
芝
刈
り
で
し
た
が
、
な
れ
な

い
た
め
、
足
腰
や
肩
が
ガ
ク
ガ
ク
に
な

り
、
楽
し
み
で
あ
っ
た
弁
当
も
、
喉
を

通
ら
ず
、
お
茶
を
か
け
て
流
し
込
ん
だ

こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
今
で
は
体

も
な
れ
、
毎
日
が
楽
し
く
、
手
入
れ
先

の
家
人
に
「
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
ね
」

な
ど
と
言
わ
れ
た
時
は
、
や
っ
て
良
か
っ

た
と
思
い
、
足
腰
や
肩
の
疲
れ
も
吹
き

飛
ん
で
し
ま
う
そ
う
で
す
。

　
最
近
で
は
営
業
の
仕
事
も
任
さ
れ
、

現
場
の
仕
事
を
覚
え
な
が
ら
、
営
業
も

覚
え
て
い
ま
す
。

　
将
来
は
、
一
級
造
園
管
理
士
の
資
格

を
取
得
し
、
自
分
で
大
き
い
日
本
庭
園

を
造
り
た
い
そ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
紹
介
者
　
従
業
員
一
同

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
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とっておき(7:)

一

　
水
菰
さ
ん
が
達
磨
絵
を
始
め
た
の
は
、

公
民
館
の
生
き
が
い
教
室
で
、
墨
絵
を

習
っ
て
い
る
と
き
、
た
ま
た
ま
達
磨
の

絵
を
描
き
福
祉
ま
つ
り
に
出
展
。
他
の

作
品
が
草
木
や
花
な
の
に
対
し
て
、
珍

し
さ
か
ら
か
お
客
さ
ん
に
興
味
を
持
た

れ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
そ
の
後
、
単
一
本
紙
一
枚
で
、
集
中

し
て
描
く
こ
と
の
で
き
る
禅
画
に
の
め

り
込
み
、
通
信
教
室
を
経
て
師
範
の
位

に
ま
で
な
り
ま
し
た
。

　
禅
圓
の
達
磨
は
、
墨
の
濃
淡
の
み
で

色
々
な
風
合
い
を
出
す
こ
と
が
で
き
、

下
書
き
を
せ
ず
、
５
分
ほ
ど
で
一
気
に

描
き
上
げ
ま
す
。
下
書
き
を
し
て
い
る

と
、
線
と
目
に
勢
い
が
無
く
な
り
、
絵

「
明
鏡
止
水
」
で
取
り
組
む

が
死
ん
で
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

達
磨
は
奥
が
深
く
、
心
で
描
か
な
け
れ

ば
良
い
作
品
が
で
き
ま
せ
ん
。
「
無
の

心
」
「
明
鏡
止
水
」
の
境
地
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
が
、
ま
だ
神
髄
に
は
達
し

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
達
磨
絵
は
、
冠
婚
葬
祭
全
て
の
事
に

喜
ば
れ
、
描
い
て
い
て
も
当
た
り
障
り

が
な
く
、
知
人
な
ど
に
差
し
上
げ
る
と

と
て
も
喜
ば
れ
る
の
で
、
そ
れ
が
う
れ

し
く
、
長
く
続
く
秘
訣
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
健
康
と
交
通
安
全
に
気
を

配
り
、
無
理
を
し
な
い
で
楽
し
ん
で
い

き
た
い
と
、
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

を達磨
みとる

幸町二丁目　木藤　貢さん

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 - －

〃 ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜
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四
’a｀

　
　
　
短
　
　
　
歌

ま
だ
少
し
早
す
ぎ
た
ね
と
言
い
た
げ
に

わ
れ
を
見
て
お
り
遺
影
の
妻
は

今
朝
も
啼
く
か
ら
す
に
人
の
死
が
あ
る
と

信
ず
る
妻
が
ひ
と
り
ご
と
言
う

夫
逝
き
て
若
き
二
人
に
ま
か
せ
れ
ば

家
庭
円
満
に
な
る
や
も
知
れ
ぬ

麻
疹
の
手
を
と
れ
ば
冷
た
し
冷
た
け
れ
ば

し
ば
ら
く
じ
っ
と
握
り
て
や
り
ぬ

　
　
　
俳
　
　
　
句

泣
き
や
ん
で
母
待
つ
園
児
夕
月
夜

胃
カ
メ
ラ
の
つ
き
進
み
ゆ
く
半
夏
生

萩
こ
は
る
階
ゆ
る
き
縁
の
寺

柿
熟
れ
ぬ
好
き
だ
っ
た
っ
け
お
ふ
く
ろ
は

文
化
祭
佳
作粂

川

正
敏

鈴
木
　
文
二

奥
村
　
ト
シ

野
口
　
富
代

青
木
　
喜
子

山
本
八
重
子

鈴
木
佳
世
子

海
老
沼
勘
一

|:;r……∵WI……………

｜　　　　　　　　　｜
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参ちのわだい詣纏
長
訴南極観測隊員に

言上稲葉の

且　　伊藤喜宏さん
院の

に
在
学
中
の
喜
宏
さ
ん
が
、
こ

の
ほ
ど
第
4
2
次
日
本
南
極
地
域

観
測
隊
の
一
員
と
し
て
、
観
測

活
動
に
参
加
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
観
測
隊
は
総
勢
6
0
人
で
、

喜
宏
さ
ん
は
、
こ
の
う
ち
越

冬
隊
員
と
し
て
、
今
年
の
‥
‥
１
１

月
1
4
日
か
ら
再
来
年
の
３
月

2
7
目
ま
で
、
南
極
で
地
震
観

測
に
携
わ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
喜
宏
さ
ん
は
、
「
南
極
に

行
っ
て
、
日
本
で
は
体
験
で

き
な
い
自
然
を
感
じ
て
み
た

い
。
ま
た
、
大
学
院
で
は
地

震
学
を
専
攻
し
て
お
り
、
観

測
結
果
を
論
文
に
ま
と
め
た

い
」
と
抱
負
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

写真中央が伊雁書宏さん

賎‰･呵気と

參昨訥脚10/31

　
い
な
ば
保
育
園
で
は
、
地
域

交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
、
1
0

月
3
1
日
に
園
児
の
祖
父
母
を
ま

ね
い
て
「
秋
祭
り
」
を
開
催
し

った土鈴はよくやけるかなあ？

歌

や
手
遊
び
の
他
、
壬
生
町

は
に
わ
会
の
会
員
に
よ
る

土
鈴
づ
く
り
が
行
わ
れ
、

土
鈴
の
中
の
王
に
新
聞
紙

を
巻
き
付
け
、
粘
土
で
形

を
作
り
個
性
豊
か
な
土
鈴

を
作
り
ま
し
た
。
こ
の
土

鈴
は
乾
燥
さ
せ
、
‥
‥
１
１
月
2
2

日
に
、
嘉
陽
が
丘
ふ
れ
あ

い
広
場
に
て
焼
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　
園
兄
達
は
、
い
っ
し
ょ

に
焼
い
た
サ
ッ
マ
イ
モ
を

頬
張
り
な
が
ら
、
完
成
し

た
土
鈴
の
音
に
聞
き
惚
れ

て
い
ま
し
た
。

び
っ
く
り
農
園
収
穫
祭
1
1
／
４

か
ん
ぴ
ょ
う
巻
き
ギ
ネ
ス
に
挑
戦

　
緑
化
フ
ェ
ア
会
場
の
び
っ

く
り
農
園
で
４
日
、
収
穫
祭

が
開
か
れ
、
長
さ
1
0
3
ｍ
の
か

ん
ぴ
ょ
う
巻
き
作
り
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
こ
の
収
穫
祭
に

は
壬
生
来
小
児
童
3
9
4
入
と
父

兄
が
参
加
し
、
６
月
に
田
植

え
を
し
て
、
1
0
月
に
刈
り
取
っ

た
赤
米
の
入
っ
た
ご
飯
1
2
0
㎏
、

特
産
の
か
ん
ぴ
ょ
う
２
㎏
、

海
苔
7
0
0
枚
を
用
意
。
広
場
に

並
べ
ら
れ
た
5
6
の
テ
ー
ブ
ル

の
上
に
特
性
の
す
だ
れ
を
並

べ
、
児
童
達
と
父
兄
が
海
苔
、

ご
飯
、
さ
く
ら
で
ん
ぶ
、
か

ん
ぴ
ょ
う
の
順
に
来
せ
て
い

き
、
か
け
声
に
あ
わ
せ
て
Ｉ

斉
に
す
だ
れ
を
巻
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
気
が
良
く
て
、
フ
ェ

ア
入
場
者
が
多
く
、
収
穫
祭
の

周
り
は
黒
山
の
人
だ
か
り
と
な

り
、
端
の
方
で
は
見
物
人
に
海

苔
の
巻
き
方
や
押
さ
え
方
な
ど

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
い
る
一

幕
が
あ
り
ま
し
た
。

　
児
童
達
は
、
で
き
あ
が
っ
た

か
ん
ぴ
ょ
う
巻
き
を
2
0
ｍ
ほ
ど

の
高
さ
に
５
秒
間
持
ち
上
げ
、

切
れ
て
い
な
い
か
確
認
し
、
収

穫
祭
の
成
功
に
歓
声
を
上
げ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
記
録
を
同
校

で
は
ギ
ネ
ス
に
申
請
す
る
そ
う

で
す
。

せーの膳いて勺のかけ声で可だれを巻く
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参ちのわだい地域の話題などをお寄せください

　
備
付
け
の
消
火
器
で
消
火
競

技
を
行
い
、
消
火
技
術
の
向
上

と
消
火
器
取
扱
の
習
熟
を
目
的

と
し
た
壬
生
町
消
火
競
技
大
会

が
、
９
月
2
0
目
、
町
総
合
運
動

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
指
揮
者
と
消
火

優成

勝績

　
⑩
阿
久
津
洋
子

　
⑩
坂
ｍ
１
１
１
寿
子

準
優
勝

　
⑩
栗
橋
和
江

　
⑩
　
川
俣
勝
子

者
が
２
名
１
組
と
な
り
、
1
2
組
　
第

が
出
場
、
指
揮
者
は
号
令
、
態

度
、
消
火
位
置
の
指
定
な
ど
、

ま
た
、
消
大
昔
は
、
消
火
器
取
　
ま

扱
の
基
本
操
作
、
消
火
方
法
、
　
内

３
位

-

距
離
及
び
粉
末
の
か
け
方
な
ど
　
た
石
橋
地
区
消
火
競
技
大
会

が
厳
し
く
審
査
さ
れ
ま
し
た
。
　
に
出
場
し
、
阿
久
津
・
坂
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
が
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

上
位
入
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん

消火競技で技術の向上9 /20

　　壬生町消火競技大会

み
な
と
荘
に
巨
大
壁
画
出
現

一

私たちみんなで作りました

お
年
寄
り
が
牛
乳
パ
ッ
ク
で
作
る

　
1
1
月
‥
１
１
日
、
栃
の
木
会
し

も
つ
け
荘
と
み
な
と
荘
を
会

場
に
聞
か
れ
た
文
化
祭
で
、

お
も
ち
ゃ
博
物
館
と
壬
雷
ち
ゃ

ん
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
巨
大

な
壁
画
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
壁
画
は
、
作
業
療
法

の
一
環
と
し
て
、
み
な
と
荘

を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
々
が
、

牛
乳
パ
ッ
ク
8
4
0
枚
を
使
っ
て
、

そ
の
裏
側
に
ク
レ
ヨ
ン
で
色

を
塗
り
、
そ
れ
ぞ
れ
を
つ
な
ぎ

合
わ
せ
て
作
成
し
た
も
の
で
す
。

大
き
さ
は
、
縦
約
５
ｍ
、
横
1
0

ｍ
で
完
成
ま
で
に
約
半
年
か
か
っ

た
そ
う
で
す
。

　
作
成
に
携
わ
っ
た
お
年
寄
り

た
ち
は
一
部
分
し
か
見
て
い
な

い
の
で
、
出
来
上
が
っ
た
壁
画

を
見
て
、
大
変
び
っ
く
り
し
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

玩具やぬいぐるみを寄贈

　おもちやのまちの

　　　　　　前田さん

　
壬
生
獄
則
で
フ
ア
ン
シ
Ｊ
ン
ョ
ッ

プ
を
営
ん
で
い
る
前
田
正
一
さ

ん
（
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
居
住
）

か
ら
こ
の
ほ
ど
、
町
へ
玩
具
や

ぬ
い
ぐ
る
み
2
1
0
点
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

　
前
田
さ
ん
は
、
「
子
ど
も
た

ち
に
玩
具
で
遊
ん
で
も
ら
っ
て
、

喜
ん
で
ほ
し
い
」
と
倉
庫
に
ス

ト
ッ
ク
し
て
お
い
た
も
の
を
寄

贈
さ
れ
た
も
の
で
、
町
で
は
、

早
速
町
の
保
育
園
で
利
用
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

玩具で遊ぶいなば保育園の園児たち

１５
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中
学
生
女
子
部
門
で
大
会
新
記
録

　
　
町
健
康
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

　
今
年
で
９
回
目
と
な
る
町
健
康
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
大
会
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た

‥
１
１
月
2
6
目
、
町
総
合
運
動
場
を
発
着
点

と
す
る
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で

1
6
0
人
が
参
加
、
８
部
門
で
健
脚
を
競
い

ぺ
宍
『
ｙ
・
ｙ
小
学
生
男
子
３
�

⑩
小
学
生
女
子
３
�

言
親
子
ペ
ア
２
㎞

篠原　拓也大捕手京都
1とぷ･

・智親子

(六美町中央８分30秒バ稲葉小６年13分O↓秒バ壬白jヽ6年12分36秒)

ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
大
会
で
、
中
学
生
女
子

３
1
1
1
部
門
で
大
会
新
記
録
が
生
ま
れ
ま

し
た
。

　
各
部
門
優
勝
者
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

⑩
一
般
男
子
５
㎞

⑩
中
学
生
男
子
５
㎞

⑩
一
般
男
子
３
�
（
4
0
歳
以
上
）

　　上田　明　　　　　出井健灘　　　　合井　昌之

（北小林11分34秒）（壬生中２年17分18秒）（原宿15分46秒）

スポー

結　果

齢
一
般
女
子
３
㎞

≒
中
学
生
女
子
３
�

第16回壬生町バスケットボール大会

(11/5､12､南犬飼中学校新体育館､町総合運動場体育館

　　　　男子の部16チーム・女子の部６チーム参加)

　神永　晴香　　　　　原子　光子

（壬生中１年11分47秒）（いずみ16分02秒）

　
成

男
子
の
部

３準優
　優

位勝勝

夕

績　
や
っ
つ
け
ろ
が
（
鹿
言

　
新
佐
野
日
天
Ｏ
Ｂ
（
宇
都
言

　
壬
生
体
協
（
壬
生
）

　
ハ
マ
ヤ
ン
（
鹿
沼
）

男子の部優勝やっつけろチーム

佐
藤
さ
ん
準
優
勝
、

女
子
の
部

　
優
　
勝

　
準
優
勝

　
３
　
位

壬
生
ク
ラ
ブ
（
壬
生
）

Ｓ
ク
ラ
ブ
（
河
内
）

ぴ
ょ
ん
（
今
市
）

Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
（
鹿
沼
）

女子の部優勝壬生クラブチーム

伊
藤
さ
ん
も
４
位
に

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
全
日
本
選
手
権

右
か
ら
佐
藤
愛
理
さ
ん
伊
藤
雷
太
さ
ん

　
第
5
4
回
全
国
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大

会
Ｉ
Ｎ
ぐ
ん
ま
兼
第
2
6
回
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ

ン
バ
ラ
全
日
本
選
手
権
大
会
が
、
1
0
月

2
9
日
群
馬
県
前
橋
市
で
開
催
さ
れ
、
長

剣
小
学
４
年
生
の
部
で
、
本
町
の
佐
藤

愛
煙
さ
ん
（
壬
生
来
小
）
が
見
事
準
優

勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
伊
藤
雷
火
さ
ん
（
壬
生
来
小
）

も
４
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

１６



-

「
消
費
税
簡
易
課
税

制
度
選
択
届
出
書
」

に
つ
い
て

＼

　
消
費
税
の
課
税
事
業
者
が
、
簡
易
課

税
制
度
を
選
択
し
よ
う
と
す
る
場
合
、

「
消
費
税
簡
易
課
現
制
度
選
択
届
出
書
」

を
、
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
課
税
期

間
の
初
日
の
前
日
ま
で
に
所
轄
の
税
務

署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
届
出
書
の
提
出
が
一
日
で
も
遅
れ
ま

す
と
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
提
出
期
限
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
消
費
税
法
に
規
定
さ
れ
て
い

る
各
種
の
届
出
書
・
申
請
書
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
提
出
期
限
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
税
務
署
の

担
当
部
門
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

栃
木
税
務
署

　
個
人
課
税
部
門
（
個
人
担
当
）

　
　
　
昔
2
2
－
１
７
１
６

　
法
人
課
税
部
門
（
法
人
担
当
）

　
　
　
昔
2
2
－
１
８
０
５

栃
木
税
務
署
か
ら
の
お
願
い

　
税
務
署
内
の
駐
車
場
を
、
１
月
か
ら

４
月
上
旬
ま
で
の
間
、
プ
レ
ハ
ブ
を
設

置
す
る
た
め
閉
鎖
し
ま
す
の
で
、
お
車

で
の
ご
来
署
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

栃
木
税
務
署
総
務
課
昔
一
一
一
一
１
１
０
０
８

ご
存
じ
で
す
が
？

特
別
表
示
認
証
食
品

　
県
で
は
、
と
ち
ぎ
の
豊
か
な
自
然
で

生
産
さ
れ
た
農
畜
産
物
を
原
料
に
県
内

の
食
品
加
工
業
者
が
こ
だ
わ
り
を
も
っ

て
加
工
し
た
優
れ
た
食
品
を
特
別
表
示

食
品
と
し
て
認
証
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
認
証
食
品
に
は
、
左
記
の

「
認
証
マ
ー
ク
」
が
っ
け
ら
れ
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。

※
図
案
化
さ
れ
た
統
一
ロ
ゴ
の
３
つ
の

　
Ｅ
は

優
れ
た
品
質
（
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
ｎ
ｔ

　
　
　
　
　
　
Ｑ
ｕ
ａ
ｌ
・
ｌ
ｔ
ｙ
）

正
確
な
表
示
（
Ｅ
ｘ
ａ
ｃ
ｔ
　
Ｅ
ｘ
ｐ

　
　
　
　
　
　
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
・
ｌ
ｏ
ｎ
）

地
球
環
境
と
の
調
和

　
　
　
（
Ｈ
ａ
ｒ
ｍ
ｏ
ｎ
ｙ
　
ｗ
・
ｌ
ｔ
ｈ

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｅ
ｃ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ
）

を
表
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

　
栃
木
県
農
務
部
経
済
流
通
課

　
　
　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
対
策
班

　
　
�
０
２
８
－
６
２
３
－
２
２
９
（
り

一

労
働
保
険
、
社
会
保
険

無
料
な
ん
で
も
相
談
会

　
労
働
保
険
（
労
災
・
雇
用
）
、
社
会

保
険
（
年
金
・
諸
手
続
）
に
関
す
る
無

料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
　
時
　
毎
月
第
３
水
曜
日

午
前
1
0
時
～
午
後
４
時
　
　
・
　
申
込
み

会
　
　
場
　
栃
木
県
社
会
保
険
労
務
士

　
　
　
　
　
　
会
館
（
宇
都
宮
市
鶴
田
町

　
　
　
　
　
　
３
４
９
２
－
４
６
）

相
談
内
容
・
労
働
保
険
（
労
災
保
険
、

ＮＨＫ宇都宮放送局の番組案内；

　
雇
用
保
険
等
）

・
社
会
保
険
（
年
金
、
社
会

　
保
険
の
諸
手
続
き
等
）

・
労
務
管
理
（
リ
ス
ト
ラ
、

　
賃
金
、
定
年
、
解
雇
等
）

・
就
業
規
則
、
退
職
金
等
、

　
賃
金
不
払
、
解
雇
、
定
年

　
等
に
関
す
る
も
の

・
新
規
事
業
支
援
、
各
種
肋

　
成
金
制
度
の
活
用

　
栃
木
県
社
会
保
険
労
務
士

　
会
�
０
２
８
－
６
４
７
１

　
２
０
２
８
へ
２
日
前
ま
で

　
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

１７

　ＮＨＫ宇都宮放送局では、来年１月28日（日）に

衛星第２放送（ＢＳ２）で「おーい、ニッポン～今

日は　とことん栃木県～」の放送を行い、栃木県の

魅力を全国に発信します。
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ちぎリ絵（鳥たちの森）

壬生来小６年

　石村由加里

　
町
で
は
、
第
３
子
以
上
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
に
「
す
こ
や
か
子
育

て
支
援
金
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

※
支
後
金
の
受
給
要
件
、
中
諸
方
法
等ヽ -

　ぐ　　１Ｑ

，

壬生東小６年

　加わわ　たかひろ
　川和敬裕

､Qyご･~“ﾐｰ

　　‾‘･　……;.'I惚1湊1帽

工作（森の仲問たち）

は
、
町
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　
（
�
8
1
－
１
８
３
１
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

成人式

(1月７日)

　
　
　
　
　
寄
　
付

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　
　
　
言
数
字
は
寄
付
図
言

羽
生
田
西
部
親
睦
会
様
⑩
３
千
円

福
和
田
花
壇
管
理
組
合
様
①

　
　
　
　
　
　
　
　
１
万
１
千
8
2
円

根
本
文
子
様
②
　
　
　
１
万
５
千
円

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
未
夢
館
様
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
千
円

役
場
長
務
課
①
　
　
　
　
　
１
万
円

㈲
橋
本
モ
ー
タ
ー
ス
商
会
様
①

　
　
　
　
　
　
　
　
９
千
７
０
０
円

㈲
渡
辺
寝
装
様
⑩
　
　
　
　
３
千
円

あ
り
ん
こ
保
育
園
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
ー
同
様
①
　
１
万
円

　●　●
　町国

　県民
。民年
納税ふ
期　　２
温子〒

　期月１一分
月　　‾

31
日

１

月
の
納
税
等

　
平
成
1
2
年
1
2
月
１
日
付

　
　
○
印
は
昇
任
（
　
）
内
は
旧

▽
総
務
部
長
径
設
部
長
併
水
道
部
長
）

植
竹
勝
美
▽
建
設
部
長
俳
水
道
部
長

（
建
設
部
建
設
課
長
）
○
鈴
木
孝
▽
建

設
部
建
設
課
長
径
設
部
建
設
課
主
幹
）

○
横
縞
利
光
▽
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
長
兼
壬
生
町
総
合
運
動
場
長

（
建
設
部
都
市
計
画
課
主
幹
・
全
国
都

市
緑
化
と
ち
ぎ
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
派

遣
）
○
鈴
水
平
八
郎
▽
教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
長
（
教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
長
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
兼
壬
生
町

総
合
運
動
場
長
）
須
釜
修
一

１８
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